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 写真①

私は

を担当しています。 

です。私を、例えるなら、  
 

  

洋上回収ロケット事業・技術開発

DX活用したプロジェクトマネジメント手法学ぶために、

前評判のMIT SDM科の授業を受けたら、

宇宙・海洋の大学関係者と多くの繋がりを発見。

私が普段ではありえない「仕事」でこんな体験をした（している）エピソードは、

と申します。

 写真/イラスト②

 エピソード

兵頭 翔洋

DX活用したプロジェクトマネ
ジメント手法を学ぶため

です。

宇宙から海への道を探す「イルカ」

宇宙と海洋の横のつながり
宇宙と海洋一緒の学科の大学もあり

前評判のいいMIT SDM科の教
授の授業を受けたら

ひょうどう しょうよう

全く違う世界と感じていても、
探せば多くの接点がある。

自己紹介
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夢中になれると思う事を書いてください

仕事・社会人(社会人)私的生活・個人

過去

現在

Low

High
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 お名前

High = 夢中になれる
Low = 夢中になれない

研究・学生生活(学生)

High

High

High

Low

Low

Low

海外旅行
テニス

キャンプ
料理

事業を創る
システムに仕上げる

ルーティンワーク
定例会

兵頭 翔洋
ひょうどう しょうよう
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